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平成23 年3 月15 日、椙山女学園大学教育学部は初めての卒業生を世に送り出した。
その設立準備から関わった者の一人として、感慨深い巣立ちの日であった。
本学部が数年の準備期間を経て設立されたのは、平成19 年4 月。すでに県内には
愛知教育大学を中核とする強固な教員養成体制が出来上がっていて、新規参入の困難
性は容易に推測された。 また、保育士養成校もすでに30 を超えていて、新たな保育
士需要を引 き出すこと、とりわけ公務員保育職（公立保育園・公立幼稚園・公立子ど
も園）への就職は極めて難しい状況にあると思われた。初めての入学生の出身高等学
校はもちろん、県内外の高等学校からは、4 年後の教員採用試験合格者数と公務員保
育職合格者数について、期待と不安が内混ざった強い関心が寄せられ続けた。
このような状況下で産声をあげた私立の教育学部にとって、質の高い優秀な教員・
保育士養成を目指すことはもちろ んのこと、高い就職率（採用試験合格率）を目指す
こともまた学部の存亡をかけた最優先課題であった。そこで本学部では、学部内にキ
ャリア教育委員会を設置し、学生委員会（就職委員会を内包）と協働・協調しながら、
教職・保育職への就職支援体制を構築していった。それとともに、一般企業への就職
希望者の支援については、学内めキャリアサポート課に全面的に協力を頼むこととし
た。経験や前例がほとんど無いに等しい中での、万まさに手探りの就職支援活動がこう
して始まった。そして迎えた初めての就職年。学生の努力 ど就職支援が見事に結実し、
保育職（保育士・幼稚園教諭）希望者就職率100 ％（内:公務員保育職73.3% ）、教員（小
学校・中学校・高等学校）希望者就職率81.3 ％（内:教員採用試験合格率63.8 ％）の好
実績（詳細はTable 1 ・ Fig.l参照）をあげることができた。また、企業等への就職も、
概ね学生の希望を叶えることができた。今後はこの就職実績が目標となり、さらなる
就職支援体制の強化が求められることとなる。
そこで、本報告では、次年度以降さらに学生一人ひとりに寄り添った就職支援活動
を展開していぐために、平成22 年度教育学部4 年生（第1 斯生）を対象 に4 年間の
就職支援についての満足度を調査し、報告するものである。彼女たちの貴重な意見を、
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今後の就職指導・支援活動に活用してきたい。
エ　　Table  1　平成22 年度椙山女学園教育学部卒業生就職等進路状況
註:○数は非常勤講師数で、外数。
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註:保育職は教員に含む。
Fig. 1　 平 成22 年度 教育 学 部卒業 生 の就 職等 進路 状況
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調査方法　　　　　　　　　　　　 ＼　
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（1）調査対象者：平成22 年度教育学部4 年生140 名
② 調査日:2010 （平成22 ）年n 月25 日
（3）調査手続き：教員免許状取得見込み者のための「学内申請手続ガイダンス」の時
間こに、教育学部4 年生のみを対象として、集団でアンケート調査用紙への回答を求め
た。調査項目は以下の5 項目である。①学部キャリア教育委員会を中心とした教育学
部の就職支援全般について、その満足度を問うもの。②キャリアサポート課の就学支
援について、ガイダンスを中心にその満足度を問うもの。③公務員試験対策講座（オ
ープンカレッジ）等の外部委託就職支援についで、参加状況と感想を求めるもの。④
これまでの就職活動を振り返っての感想や今後の就職支援についての要望などを、自
由記述で求めるもの。⑤「仕事」「働くこと」に対するイメージについて、入学時点
と現時点での変化を問うもの。調査時間は、約15 分でTあった。　　　　　　＼
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1　3. 結果 と 考察
（1） 学 部キャリア教育委員会 を中心 とした教育学部独自の就職支援について
この4 年間、教育学部では主に以下の7 つの活動を中心に就職支援を行ってきた。
それらは、学生にとぅ て満足できるづ役に立つ）ものであっただろうか。7 つの就職
支援それぞれについての満足度をたずねるとともに、全体としての総合評価を求めた。
その結果、全体としては 下満足:14.2 ％」「やや満足:62.7 ％」「やや不満足:22.4 ％」
「不満足:0.7 ％」という評価であり√「満足 十やや満足」は76.9% となり、満足度は
比較的高いといえよう。また、各就職支援に対する評価はTable 2 に示す通りである。
「満足 十やや満足」の値を高い順に並びかえたFig.2 と合わせてみてみると、「現場管
理職経験者による面接指導と助言∧（83.6% ）」「5 回の学力適性調査（83.3% ）」（ 卒論
指導教員による指導と助言づ76.4% ）」の満足度が高い。他方、評価が低かったのは、
L年生から3 年生前期までの相談相手として位置付けられてきた「生活指導教員（平
成23 年度より学修・生活指導教員と改称バこよる指導と助言）である。現行制度では、
生活指導教員が担当学生とかかわりを持つのは、何か問題が起きた場合（例えば、不
修学や休・退学への手続き等）ぺの対処的指導が主であり、両者の関係性は日常的に
は極めて薄い。両者のかかわりを保障し、気軽に相談できる関係性が育まれるような
Table 2 教育学部独自の就職支援に対する満足度（数字は％）
ニ　ニ　　　　　 支援内容　　　　　 二
各種採用試験に関する説明や情報提供　　　　 万
5 回の学力適性調査　　　　　　　　　　　　／
3 年前期 までの生活指導教員による指導と助言
3 年後期からの卒論指導教員による指導と助言
生活指導・卒論指導教員以外の教員からの指導と助言
現場管理職経験者による面接指導と助言
二次三次試験対策
90
80????? ?
満 足　　 や や 満 足　 や や 不 満 足
20.3　 ’　　　　52.2　　　　　　　24.6
24.2　　　　　　　59.1　　　　　　　15.9
15.8　　　　　　　40.3　　　　　　　33.8　 こ
35.7　　　　　　　40.7　　　　　　　20.0
24.1　　　　　　　49.6　　　　　　　21.1
40.6　　　　　　1 43.0　　　　　　　15.6
26.3　　　　　　　38.6　　　　　　　25.4
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Fig.2　教育学部の就職支援に「満足」『やや満足』だった者の率
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制度・運用上の工夫が必要である。
（2） キャリアサポ ート課の就職支援 について
長年にわたり全国トップクラスの就職率を支えてきたのが、本学キャリアサポート
課である。企業就職支援のための情報提供と指導法には定評があり、各学部の教職課
程取得者のための教員採用試験対策にも尽力してきている。しかしながら、今回初めて、
保育・教育界への就職をコアとした教育学部1 期生の支援を行うにあたり、キャリアサ
ポート課と学生の双方にかなりの戸惑いがあったことは否めない事実であった。
ぞの一つを、キャリアサポート課が全学的に開催する「就職ガイダンス」等への参
加率の低さが物語っているづTable 3 ）。保育職・教職を目指す多くの学生から、づ 採
用試験に役立つ内容なのだろうか？」と参加を躊躇する声や、丁企業就職中心の説明で、
教員採用試験には直接関係ない内容だった」といった後日談が聞かれ、参加率や満足
度の低下を招いているようであった。しかしながら、参加した場合の満足度は決して
低くはない。全体として、「満足:11.4% 」「やや満足:58.1 ％」「やや不満足:26.7 ％」
「不満足:3.8% 」という結果であった。企業就職を視野に入れていた学生にとっては
一番の拠り所であり、マナー講座などの汎用性は評価されている。教育学部生のため
の就職支援について、キャリアサポート課と教育学部がさらなる連携とバランスを保
ちながら、協議・検討を行っていくことが重要である。
Table 3 キャリアサポ ート課の就職ガイダンスを中心とした就職支援に対 する満足度（数字 は％）
ガ イダ ン ス等 支 援 内 容
1 回 （就 職 活 動 の流 れ ・自 己 分析 の 方 法等 ）
2 回 （試 験 の 種類 と対 策 ・SPI 等 ）
3 回 （ キャリアサポー ト活用術・業界研究・夏休みの課題等）
4 回 （マ ナー 講 座）
5 回 （内 定 者 報 告会 ）
6 回 （履 歴 書 の 書 き方 等 ）
7 回 （求 人 票 の見 方 ・学 校推 薦 等卜
名 古屋 市 教 育 委員 会 の 採 用 試験 説 明 会
OG との 交 流 会
日常 的 な相 談 や就 職 情 報 の提 供
参加率　　 満足　 やや満足 やや不満足　不満足
54.8
46.7
31.9
34.1
19.3
26.7
24.4
32.6
9.6
17.6
23.8
14.0
47.8
30.8
36.1
24.2
27.3
15.4
14.4
58.1
57.1
62.8
34.8
42.3
47.2
51.5
47.7
23.1
45.2
??
﹇?????????????
? ?
?
?
???
?
?
??
?
?
???
?
????
13.5
9.5
14.0
????
8.3
15.2
6.8
15.4
2.9
（3） 外部委託就職支援：公務員試験対策講座（オープンカレッジ）について
本学エクステンションセンターは、教育学部1 斯生の就職に合わせて、保育士・教
員採用試験対策講座（オープンカレッジ：有料）を開設してくれた。それぞれの対策
講座の受講状況と、寄せられた感想は以下の通りである。
①　 教員採用試験（教職教養）対策講座にういて
受講者は83 人（59.3% ）。寄せられた感想は以下に示す20 件。「講座の内容」と「担
当講師」の満足度については、その評価が分かれている汀受講時期と時間」については、
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今 後 の 見 直 し が 必 要 で あ ろ う 。
【 講 座 の 内 容 に つ い て 】 わ か り や す か っ た （3 人 ）, 役 に 立 っ た ， 面 白 か っ た ， 勉 強 の
仕 方 が わ か っ た, 基 礎 学 力 の 復 習 が 出 来 た, 教 材 が 良 か っ た 。 ⇔ 役 に 立 だ な か っ た （2
人 ）, あ の 程 度 な ら 自 分 で で き る ， レ ベ ル が 低 く 期 待 外 れ の 内 容 だ っ た
○　＼　　　　　7　　
●
【 担 当 講 師 に つ い て 】 先 生 が 面 白 く て わ か り や す か っ た
よ
先 生 の 当 た り 外 れ が 大 き す
ぎ た ， 先 生 が 雑 談 ば か り で 嫌 だ っ た 。　　　　　 し　　　　　　　　　　　　　　 ニ
【受 講 時 期 と 時 間 に つ い て 】 受 講 時 期 が 早 す ぎ る （3 人 ）,  4 年 生 に な っ て か ら 受 講 す れ
ば よ か っ た ， 講 座 の 時 間 が 短 く て 詳 し く 学 ぺ な か ・つ た 。　　　　 犬
②　 教 員 採 用 試 験 （小 学 校 教 諭 志 望 者 ： 小 学 校 全 科 ） 講 座 に つ い て
受 講 者 は18 人 （12.9% ）。 ［ 試 験 に 役 立 っ た ］ 「 わ か り や す か っ た 」「 質 問 が で き て よ
か っ た 」 の3 件 の 感 想 が 寄 せ ら れ ， 満 足 度 は 高 い よ う で あ る 。
③　 保 育 士 ・ 幼 稚 園 教 諭 （教 養 試 験 ） 対 策 講 座 に つ い て
受 講 者 は30 人 （21.4% ）。 寄 せ ら れ た 感 想 は11 件 。「 全 体 的 に 教 養 と し て 学 べ た 」「 勉
強 に な っ た （3 人 ）」 「 勉 強 す る 気 に な っ た 」 「 先 生 方 の 熱 意 と 教 え 方 が 良 か っ た 」 と 評
価 は 概 ね 良 好 だ が ，「 全 範 囲 を カ バ ー で き て い な か っ た （2 人 ）」「 も う 少 し ゆ っ く り 進
ん で ほ し か っ た 」と の 指 摘 も あ っ た 。ま た ，「 講 座 の 時 間 が 短 く 詳 し く 学 べ な か っ た 耳 学
生 の 時 間 を 考 え て も ら い た か っ た 」 と ， 講 座1 回 分 の 時 間 と 開 催 時 間 帯 へ の 検 討 を 要
望 す る 声 も 寄 せ ら れ て い る
○　　　　　　　　　　　-　I　　　　　
－　　・　　　　　　　I　　　　　　　I　　　　　　　　　　。　・
(4) 就職活動の振り返りと今後の就職支援に関する要望
これまでの就職活動を振り返っての感想や今後の就職支援についての要望などを、
自由記述で求めたところ、71 人から回答があった。主要な文章を一人一文抜き出し
分類したところ、「教育学部の就職支援体制について(28人)」「学部教員の就職支援
について(22 人)」「キャリアサポート課の就職支援について(19人)」「その他(2 人)」
の4 つに大別された。その詳細は以下に示す通りである(文末の(○ 数は人数)。個々
の意見を真摯に受け止め、不満の改善と要望の実現を目指して行きたい。
【教育学部の就職支援体制について】　　　　　　　　　　　 犬　　しり
O 早期からの他県出身者を含めた支援を　　　　　　　　　　　　　　　　し
・1 ～2 年生の頃からもっと就職を視野に入れて指導してほしかった(3) 。
・先輩がいないので、モデルがなくて困ることが多かった(3) 。　　　　　　　△
・第1 期生ということで情報量がとても少なく、途方に暮れることが多かった。
・後輩に私たちの経験を知らせたい。
・愛知の情報だけでなく他県( 岐阜・三重・静岡など) の情報もぼしかった(4) 。
・県外者への対応が不十分。
O 指導の偏りの是正を　　　　　　　レ　　　ト　　　　 ご
・教員志望支援に偏りすぎ。一般企業志望者も大事にしてほしい。
・公務員にならないといけないという空気が感じられました。
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O 二 次 ・ 三 次 対 策 や 面 接 指 導 な ど の さ ら な る 充 実 を
・ 試 験 を 受 け る 上 で の 注 意 事 項 や 、 結 果 が 出 て か ら の 対 応 が 不 十 分 だ っ た と 思 う 。
・ 二 次 や 三 次 対 策 を も っ と 増 や し て ほ し い 。　・ 二 次 対 策 を 充 実 さ せ て ほ し い(2) 。
・ 面 接 指 導 を も づ と 増 や し て は 七 い(2) レ　　
づ
・ 保 育 職 の 面 接 指 導 は と て も 丁 寧 で あ り か た か っ た レ　　　　　　　　　　
エ ‥
・ 名 古 屋 市 を メ イ ン に し す ぎ だ と 思 う( 面 接 枠) 。　 ■　　
■　■ 　　　　　　　　　
－　　　　　　
■　　I　l
O 親 身 な 対 応 や 支 援 を 卒 業 後 も
。・
・ ・
。・　　　　　　 ・
・　・。・　　　　　　　 。・
・ 私 立 幼 稚 園 へ の 就 職 の 仕 方 や か か わ り 方 な ど 、 わ か ら な い こ と が 多 々 あ っ た 。
・ 大 切 な と き に 学 校 が 開 い て い な い 。 改 善 し て ほ し い 。　　　　　 犬
・ 支 援 を 卒 業 後 も 継 続 し て ほ し い(3) 。　　
。　　　　　　　　　　'　　
．　　　　　　　　　　　　　　　　
d
【学 部 教 員 の 就 職 支 援 に つ い て 】
ご　　　
・
・。。 。
。　　　　　 ・
・
O 満 足 た っ た　　　　　　　　
し　　
ト
し
・・
。
・
・。・。　
・・・ 。　　　　　　 ・。・
・ 学 部 の 先 生 方 が と て も 熱 心 に 指 導 し て く
づ
だ さ り 、 と て も う れ し く 思 っ て い ま す(3) 。
・ 学 部 の 先 生 が 色 々 や っ て く れ た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
・ 相 談 で き る 先 生 が 何 人 か い た の で 、し助 か っ た 。　　　　　　　　　　　　 ヶ
・ ゼ ミ で 勉 強 や 面 接 練 習 を 何 度 も 行 っ て ぐ れ た の で 、 と て も 助 か り ま し た(2) 。
・ ゼ ミ の 先 生 が 自 分 の こ と の/よ う に 合 格 を 喜 ん で く れ て 嬉 し か っ た 。
・ ゼ ミ の 先 生 と 何 度 も メ ー ル を や り 取 り し て 、 励 ま さ れ た 。　　　　　 ＼
O 不 満 足 だ っ た
・ 就 職 の こ と に つ い て 、 先 生 た ち が も っ と ち: や ん と 理 解 し て い て ほ し か っ た 。
・ 先 生 た ち の 協 力 がO ゼ ロ で 、 と て も 不 満 で し た 。　 ト
・ 先 生 同 士 の 連 絡 が 取 ら れ て い な か う た 。
・ 先 生 に よ っ て 答 え が バ ラ丿 ラ で 、ト困 っ だ
○　　　　I　　　　l　j　　　　　　　 ふ　　　　　　　　　
・
・ ゼ ミ の 先 生 に よ っ て 、バ デ ク ア ッ プ し て ぐ れ る 差 が あ り す ぎ る と 思 い ま し た(4) 。
・ あ ま り 頼 れ る 先 生 か い な か う た
○　　　　　　。'　
・　k　　　　　　　　　・ 　　　　　　　　　　　　　'　　　
。　　
●
・ も う 少 し 相 談 に の っ て ほ し か づ た で す ら　　　 ニ
・ 採 用 試 験 が 夏 休 み 中 で 、 先 生 と の 連 絡 が 中 万々 取 れ な か う た
○　　　　　　　　　　∧
・ も っ と 先 生 と 密 に 連 絡 を 取 り 合 え る と よ か っ た(2) 。
【 キ ャ リ ア サ ポ ー ト 課 の 就 職 支 援 に つ い て 】犬　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼
O 満 足 だ っ た　　　　　　　　 ・ ・。
・
・・　　　　　　　　　　　 。・・　　　 。・
・ キ ャ リ サ ポ の 人 は 親 身 に な っ て く れ て 、 ほ ぼ 毎 日 通 っ て い た 。
・ キ ャ リ サ ポ の お か げ で 、 早 く 内 定 を い た だ け た 。
・ キ ャ リ サ ポ の マ ナ ー 講 座 は 緊 張 し た け ど 、 役 に 立 つ も の だ っ た 。
O 不 満 足 だ っ た
・ キ ャ リ サ ポ は 企 業 用 だ け で な く 、 教 育 学 部 用 の サ ポ ー ト も 七 て ほ し い(4) 。
・ キ ャ リ サ ポ の 就 職 支 援 は 少 な か っ た と 思 う 。
・ 何 も サ ポ ー ト し て く れ な い の に 、 結 果 報 告 だ け は し が る の は 不 快 。
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・「企業に行きたいのなら、なぜ教育学部に行っ|たの」と言 われて、辛かった(2) 。
・助言をいただいたが、企業と私立園は違う。そ めあたりを理解してほしかった。
・キャリサポに行きにくい感じがあった(6) 。　　
り　　　　
…　…六 万　　　 ご
・キャリサポにはよく行ったが√あまりよい話をきけず、相談する気になれません
でした。学生が望んでいるのは、アドバイスではなくて、六自分の気持ちを落ち着
いて聞いていただける人と場所だと思います。　　　　ノ　　　　　　丿 し
【その他】‥‥ ‥‥ ‥‥　‥　＝　　　　　　　　　　 ‥‥‥ ‥　　 ‥
・教員採用試験に落ちた後の就活はとて も厳七い。　　・。・。　　　　。・　　。＝
・自分で調べて、自分で動くしかないこどを学んだ。　　△　　丿　　　　 十
（5）「仕 事 」「働 く こ と」 に 対 す る イ メ ー ジ に つ い て丿　　　 △　　十　 …
こ の4 年 間 め 教 育 学 部 で の 学 び や 就 職 活 動 を 通 し て 、 学 生 の 仕 事 観 や 働 ぐ こごとへ の
イ メ ー ジ は 変 化 し た の だ ろ う か。 入 学 時 点 で 持 っ て いノだ⊃「 仕 事 」ト「 働ぐ こ と 」 に対 す
る 考 え 方 と 現 時 点 で の 考 え 方 、 そ の 両 者 を 比 較 検 討 し た 。 回 答 者 は68 人 。　　ノ
自覚 さ れ た変 化 で 最 も多 か っ だ の は汀 漠 然 とし た イ メト ジ⇒ 明 確 な 意 識 化（18 人 ）」
へ 進 歩 し た と す る も の で あ り、 期 待 や 不 安 を 抱 き な が ら 寸働 きた い 」 と 意 欲 を示 す 記
述 が 多 か っ た。「夢 ・ あ こ が れ ・希 望 」＼を 持 っ て 入 学 七 た 学 生 が、「大 変 さ ・責 任 の 重
大 ざ を 実 感 」 し、 ポ ジ テ ィ ブ ご（10 人 ） に も ネif テ 十 ブ エ（9 人 ）＼に も変 化 し て い る こ と
も興 味 深 い 。 単 純 に 「 楽 し そ う 」 と思 っ て い た 仕 事 の 「大 変 さ ・責 任 の 重 大 さ1 を 実
感 し た 者 が10 人 。 反 対 に 、「不 安 や 大 変 そ う⊥ と の 思 い を 丁期 待 感 上 に 変 えいた者 が3
人 い た。 ま た 、仕 事 に対 す る イ メ ー ジが「生 活 の た め の 金 稼 ぎ⇒ 自 立 ・自万己 実 現（8 人 ）」
へ 変 化 し た り 、「 自 分 を 活 か し た い ⇒ 社 会 人 と し て の 自 覚 と 自 己 実 現 （4 人 ）」 へ と 視
野 の 広 が り を見 せ た り も し て い る 。　　　　　　　　　　　　 ト　ト　　 △
い ず れ の 場 合 も、 学 部 キ ャ リ ア 教 育 め効 果 が 実 証 さ れ た も の と 言 え よう 。 と り わ け
実 習 の 影 響 の大 きさ が 随 所 に見 ら れた 。　 し　　　　 レ　 ＼　：　　
’　　　　　　　
／　　　・。-■
【漠 然 とし た イ メ ー ジ⇒ 明 確 な 意 識化 】　　　　　　　　　　　　　 ダ　　　 ニ
・保 育 士 と し て 働 き た い と 思 っ て い た も の の 漠 然 と し た こ と し か わ か っ て い な か っ
た。 長 く 続 け る 仕 事 で は な い か な、 ど 考 え てい た 。　　　　　　 … …… …
→4 年 間保 育 の こ ど を 学 び 、 実 習 に何 度 も行 づ だ こ と でご 保 育 士 とし て 働 く こ と
が ど ん な に 大 変 な こ と か が わか っ た 。 と同 時 に √ と て もや り が い の あ る仕 事 だ
と わ か り 、 長 く 続 け で い きた い と 思 え る よ う に な づ た 。　　　　
し‥
・あ ま り考 え て い な か っ た。 どこ か で 働 け れ ば い い や と 思 ら て い た 。　　犬 ニ
→ 不 安 だ け ど、 立 派 な 大 人 に な るぞ ケ　　　 ＼　　　　　　 犬　 十　　 二
働 き たい 所 が み つ か り、 働 きた い と 強 く 思 う よ う に な っ た。　つ
つ・ 実 感 が ま っ た く な か っ たノ　　　　　 ユ　　　　　　　 ・・
・
・。・
・ 　　　　　 。・
→ 採 用 試 験 勉 強 ・ 実 習 ・ ボ ラ ンテ ィア を通 し て 、 自 分 が 本 当 に 教 師 に な る の だ と
い う 実 感 が わい て き た。　　レ　　　　　　　　　　 ノ　　　　　　　 ニ
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・ 漠 然 。 働 く こ と を 意 識 し て い な か っ た
○
→ 働 く こ と に 対 し て 、 期 待 と 不 安 を 感 じ る よ う に な っ た 。ヶ
・ 働 く こ と に 明 確 な イ メ し ジ を 持 っ て い な か う た 。
→ 社 会 人 と し て 働 く こ と に 不 安 は あ る が 、 期 待 も あ る 。
責 任 を 持 っ て 働 き た い し 、 自 立 し た い と 思 う 。
・ 具 体 的 に イ メ ー ジ が つ か め な か っ た 。
→ た だ 自 分 か や り た い こ と を や る だ け で は な く 、 人 間 関 係 な ど も 大 切 だ と 強 く 思
う よ う に な っ た 。 働 く こ と は た い へ ん な こ と だ と 感 じ て い る 。
・ 漠 然 と し て い た 。 → 除 々 に 自 覚 が わ い て き た 。　　　
＼　　　　
十
・ 働 く と い う 実 感 と 言 う か 、 「 社 会 人 」 と い う 存 在 が 遠 い も の だ と 思 っ て い た の で 、
自 分 の 身 に 置 き 換 え て 考 え る こ と は で き て い な か っ た ノ
→ 内 定 が 決 ま っ た 今 、 少 し ず つ 内 定 先 に 足 を 運 ぶ 機 会 も 増 え 、 実 際 に 働 い て い る
先 輩 た ち を 見 る と 、 大 変 さ が 伝 わ っ て き て 、 身 の 引 き 締 ま る 思 い で す 。
・ 将 来 の こ と は 考 え て い な か っ た 。 → 、生 活 す る た め に 必 要 な こ と 。
・ 何 も 考 え て い な か っ た 。 → や る 気 が あ れ ば 、 誰 で も で き る 。
・ ま だ ま だ 先 の こ と 。 ¬・現 実 よ 責 任 。　　　　　　　　　 し
・ 働 く こ と な ん て 、 考 え ら れ な か っ た 。 想 像 で き な か っ た 。
→ 現 実 。 で も 、 新 し い 環 境 が 楽 し み 。
・ 社 会 人 に な る と い う イ メ ー ジ が わ か な か っ た 。
保 育 に つ い て 何 も 知 ら ず 、 あ こ が れ だ け 持 っ て い た 。
→ 社 会 人 に な る 自 覚 と 不 安 が あ り ま す 。
・ 就 職 で き/た ら 、 い い な よ → 「 仕 事 」 観 を 持 つ こ と が で き た 。
・ ほ と ん ど 考 え て い な か っ た 。
4 自 分 に は 何 か 合 っ て い る の か 、 真 剣 に 考 え て 進 路 を 決 め ま し た 。
嫌 々 で は な く 、 責 任 を 持 っ て
い
楽 し く 活 き 活 き と 働 け る 仕 事 で な け れ ば な ら な
い と 思 い ま し た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十
・ あ ま り 考 え て い な か っ た 。4 年 生 に な っ た ち 考 え よ う と 軽 い 気 持 ち だ っ た 。
→ 仕 事 や 働 く こ と の た い へ ん さ を 実 習 等 で 学 び 、 来 年 か ら 気 合 を 入 れ て 仕 事 に 取
り 組 も う と 思 っ て い る 。　　　　　　 ・　　
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　S 　　
・
・ 社 会 人 に な る 実 感 が 全 く な か っ た 。　　　　　　　　　　　　　L
→ 実 習 な ど を 通 し て 仕 事 に つ い て 知 り 、 実 感 が わ い た 。
・ 実 感 が わ か な か っ た 。 ¬・不 安 。
【夢 ・ あ こ が れ ・ 希 望 ⇒ 大 変 さ ・ 責 任 の 重 大 さ を 実 感 ⇒ ポ ジ テ ィ ブ マ イ ン ド 】
・ 夢 と し て ぼ ん や り 感 じ て い た 。 不 安 の 方 が 大 き か っ た か も （2 ）。
→ だ ん だ ん と 現 実 的 に な っ て か ら 、 働 く こ と が 楽 し み に な っ た 。 不 安 も あ る け れ
ど 、 楽 し も う と い う 気 持 ち が 大 き く て 、 ポ ジ テ ィ ブ で す 。
・ 夢 や 希 望 が た く さ ん あ っ た 。　　　　　　　　　　　　　　　 ＼
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→働くことの大変さ、現実、自分の向き不向きについて深く考え、納得した就職
先を見つけることができた。就職活動での苦労を胸に、頑張っていきます。
・夢やあこがれ。→責任あるすばらしいこと。しっかりこれからも頑張りたい(2) 。
・夢があった。自分に自信があった。
→義務と責任を感じるようになり、働く上での理不尽さを容認するようになった。
・夢 としてぼんやり感じていた。不安の方が大きかったかも。
→だんだんと現実的になってから、働くことが楽しみになった。不安もあるけれ
ど、楽しもうという気持ちが大きくて、ポジティブです。
・保育士という夢に向かって、勉強を頑張ろうと思った。
→夢がかなった今、社会人としての常識や心得を学んでおかなければならないし、
一人の人間として責任をもたなければならないと思う。
・教員になるという希望を持って、勉強などがんばろうと意気込んでいた。
→社会の一員として働きお金をもらうことに、責任を感じられるようになった。
・保育士として働くことに大きな希望を持って入学した。
→実習で保育の現場を体験し、大変さ・辛さを感じ、一度は保育の仕事をやめ、
一般企業への就職を考えたこともありました。しかし、保育士・幼稚園教諭の
仕事は、大変であると同時に、お金に換えられない子どもたちの成長にかかわ
れる仕事だと改めて知ることができました。これから、誇りを持って仕事をし
ていきたいです。
【夢・あこがれ・希望⇒大変さ・責任の重大さを実感⇒ネガティブマインド】
・夢でした。→憂僻に思います。
・夢。→就職を目の前に、自分の責任の重さを感じ、不安を感じる。
・幼稚園の先生になる夢でいっぱいで不安はなかった。
→学ぶうちに職業の大変さを知り、葛藤が多いです○
・あこがれ。→本当にすごい仕事。たいへんだと思う…。
・自分のやりたいこと。あこがれ。→不安と期待。不安の方が大きいかも。
・わくわくしていた。→不安と期待。どきどき。
・わくわくする気持ち。先生になれるかな…。
→現実になり不安。もっと勉強しなければ…。　　　　　　　　　　　　◇
・早く働きたい(夢の実現)。→働くことに不安。責任感につぶされそう(笑)。
・就職活動をするのが楽しみで、早く働いてみたいと思っていた。
→来年から働くのかと思うと、ちゃんとできるのか、続くのかと不安がある。
まだ働きたくないという気持ちが強い。
【楽しそう⇒大変さ・責任の重大さを実感】　　　　　　　　　　ニ
・子どもたちと楽しい毎日が送れる。→子どもを育て、守るという重大な責任。
・保育職は子どもと過ごせる楽しい仕事としか考えていなかった。
→大変なこともたぐさんあると思う。でも、楽しみです。
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・ あ ま り 現 場 の 事 情 を 知 ら な く て 、良 い と こ ろ（華 や か さ な ど ）し か み て い な か っ た 。
→ 大 切 な お 子 さ ん を 預 か る と い う こ と に 対 し て 意 識 す る よ う に な り 、 日 頃 の 生 活
態 度 か ら 気 を つ け る よ う に な っ た
○
・ 子 ど も と か か わ り な が ら の 仕 事 な の で 、 楽 し そ う だ と 思 っ て い た 。
→ 保 育 士 と し て 働 く に あ た っ て 、 子 ど も の 命 を あ ず か る 仕 事 な の で 、 責 任 感 を 持
っ て 働 か な け れ ば い け な い と 感 じ て い る 。
・ 楽 し そ う 。 → き つ そ う 。 責 任 が 重 い 。 毎 日 が 忙 し そ う 。
・ 楽 し そ う 。 → 不 安 と 期 待 。 不 安 の 方 が 大 き い 。
・ 楽 し そ う 。 → 楽 し そ う だ け ど 、 た い へ ん そ う 。
・ 働 く の は 楽 し そ う 。 → 不 安 で い っ ぱ い 。 責 任 や 自 分 の 実 力 に 。
・ 楽 し み 。 → 実 際 に 教 師 と し て や っ て い け る の か 、 不 安 。
・ 楽 し そ う 。 → 働 く ま で に 、 自 分 の ス キ ル を も っ と 上 げ て お か な く ち や 。
【不 安 ・ 大 変 さ ⇒ 期 待 感 】　　　　　　　　　　　　　　 二　　　　　 十
・ 働 く こ と に 不 安 で い っ ぱ い だ っ た 。 →　 不 安 も あ る け ど 、 期 待 も あ る 。
・「大 学 で 学 ん だ 後 、 本 当 に 保 育 士 に な れ る の か 」「私 に は 向 い て い な い か も 」 と い
う 不 安 感 が あ っ た 。
→ も ち ろ ん 不 安 は 全 部 消 え な い が 、 と に か く や って み な い と 始 ま ら な い ！ と い う
期 待 が 大 き い 。 4 年 間 の 学 習 や 実 習 を 通 し て 学 ん だ こ と を 思 い 出 し て 、 バ ネ に
し て 、 成 長 し て い き た い 。
・ 忙 し い 、 大 変 な ど の イ メ ー ジ 。　　　　　　j
Z　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j
→ 忙 し い 中 で 仕 事 に 対 す る や り が い を 見 つ け 、目 標 を 持 っ て 取 り 組 ん で い ぎ た い 。
【生 活 の た め の 金 稼 ぎ ⇒ 自 立 ・ 自 己 実 現 】
・ 金 稼 ぎ 。 → 自 己 実 現 。　　　 つ　　　
し　　　　　　　　　　　
十
・ 仕 事 ＝ お 金 を も ら う 為 の も の 。 バ イ ト よ り 責 任 が あ る 。　　　　　　　　　　　
つ
→ 責 任 の 重 さ を 改 め て 実 感 し た と と も に 、 働 き な が ら 成 長 し て い き た い と 思 う 。
・ お 金 を 稼 い で 、 自 立 し た 生 活 を お く る 為 に 必 要 な こ と だ と 考 え て い た 。 犬
→ 自 分 自 身 が 楽 し ん で 働 く こ と が 一 番 大 切 だ 、 と 考 え る よ う に な っ た 。
・ お 金 を も ら う た め に 仕 方 な く 。
→ お 金 の た め も あ る け ど 、 自 分 か や り た い か ら 働 く 。 自 分 の 人 生 の た め 。
・ 学 校 に 行 か な く て も 、 働 け ば お 金 が も ら え る 。　　 丿
→ 責 任 を 持 っ て 、 採 用 さ れ た 所 で 働 け る よ う に 頑 張 る ！
・ 生 活 す る た め に 必 要 な こ と 。　　　　　
‥
→ 生 き る た め に 必 要 な こ と （生 活 の た め で あ り つ つ 、 生 き が い と も し た い ）。
・ 生 き て い く た め に 働 く 。 → 人 生 を 充 実 さ せ る た め に 働 く6
・ 生 活 す る た め 。 た い へ ん な こ と 。
→ 就 職 が 決 ま っ た か ら に は 、 頑 張 ら な い と 。　　
㎜　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　
㎜　　　　　　rl　　・
生 活 す る こ と も 大 切 だ け ど 、 子 ど も だ ち と 一 緒 に 、 私 自 身 も 色 ん な 体 験 を し て
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自分磨きをしたい。　　　　　　　　　　＜
【一般的な仕事・労働のイメージ】
・社会に出ること。→仕事に責任を持って、社会に貢献すること。
・仕事とは一生もの。→自分が働きたいと思える職場が少ない。
【自分を活かしたい⇒社会人としての自覚と自己実現】
・自分か興味を持っていることを仕事にしたい。→社会人として自立する。
・自分の本当にやりたいことをみつけたい。
→他の道もあるけど、教師人生を歩んで行こうと心に決めた。　ニ
・自分のやりたいことを仕事にしたい。
→楽しみと責任。やっていけるのか不安。社会人としての自覚。
・自分の特技・好きなこと・適性を活かして、自己実現していく場所。
自分の一生をかけて、自己実現していくこと。
→自己実現め場。自分が最も自分らしくしていられる場。
自信を持って、自分の力を発揮できるチャンスをもらえる場。
【その他：厳七い現実】
・絶対に教員になろうという意思はなかった。→まだ働く口がないので不安定。
・努力すれば仕事につける。→努力しても実らなかった。
・良い面しか思い浮かばなかった。→　現実的に給料や働く条件がみえてきた。
・働くことに希望を持っていた。お金をいっぱい稼げる仕事だと思っていた。
→公務員の低賃金にがっかり。もっと稼げる仕事にすべきだったのでは？
[4
・ 声とめと今後の課題
これまで述べてきたように、手探り状態で進めてきた教育学部弟1 期生への就職支
援活動は、その成果と学生の満足度において、当初の予想を上回る結果を残すことが
できたと言えよう。しかしながら、改善すべき課題や要望等もまた多数残されている。
学生一犬ひとりの希望に叶った就職支援を推進して行くためには、今回明らかになっ
た課題と要望の一つ一つに誠実に対処していく必要がある。関連部署における検討と
対策を望みたい。そして、教員集団としては、就職支援に関する教員間の温度差を小
さくし、点ではなくて面で、早期から学生を支援する体制の構築を目指していきたい
と考えている。次年度以降も継続調査し、その経過を明らかにしていきたい。
尚、本調査は、本学キャリア特別委員会（平成22 年度発足）に所属する筆者が、
キャリア教育に対する全学的満足度調査実施のための基礎資料を得るために行ったも
のであるが、教育学部生への就職支援を考える一助となればと願い、報告するもので
ある。ご協力いただいた平成22 年度教育学部第1 期卒業生の皆さんに、心からお礼
申し上げます。
219
